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陳舜臣が複眼で見た日中関係
―過去、現在、そして未来―
曹　　　志　偉
１．はじめに
　陳舜臣（1924～）は神戸で生まれ育った作家である。陳氏は中国古典を
引用し、歴史を鑑に日中関係を見つめてきた。その作品の中で古代から近
代までの日中文化交流の歴史に触れ、その過程と意義について述べた。
　勿論、今日の日中関係は、昔の狭い枠の中に留まるのではなく、世界の
歴史の流れの中で、新しい隣人関係を構築する段階に直面している。
　このような情勢の中で、変化しているのは中国だけでなく、同様に日本
もそうである。日中関係を改善するためには、新しい方法で対応する必要
がある。筆者は陳舜臣の論述の視角が独特なもので、参考とする価値があ
ると思う。
　古代の日中関係を論述する時、人々はよく「一衣帯水」と表現する。
果たして、この言葉で両国の関係を正しくとらえることが出来るのだろ
うか。近代の日中関係を語るには、アヘン戦争が一つのキーワードであ
る。この戦争が日中関係にどう影響を及ぼしていたのか。現代の日中関
係は「近くて遠い国」と表現されているが、それはどう改善していくの 
か。日中関係の未来に向けて、何を目指して構築すべきなのか。現在、日中
両国をめぐって、多くの分野において様々な相違と摩擦が存在している。
本論では陳舜臣の論述をクローズアップしながら検討してみたい。
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２．問題への視角
　陳舜臣は日本と中国の二重文化背景を持つ作家といえる。陳氏は日本の
中国歴史小説において、指折りの作家といえよう。小説だけでなく、歴史
研究、エッセイなどの著述も多数ある。その作品数は170部余りにも上る。
またインドやアラブ諸国の文化領域に造詣が深く、絵画・宗教・詩詞にも
詳しい。それらの能力を駆使して、陳氏は常に複眼で日本、中国、そして
世界の移り変わりを凝視している。
2.1．二重文化作家の複眼
　陳舜臣の代表作に歴史小説『阿片戦争』（1967）がある。これはアヘン戦
争を再現した著作である。評論家奈良本辰也も「複眼」という言葉で、作
者の歴史観を表現した（陳舜臣編『Who is 陳舜臣？（阿片戦争）』集英社、
2003年）。この複眼には、おそらく三つの意味合いが含まれている。一、多
義かつ多次元の視点で歴史を認識する。二、その観点は日本作家と違い、
また中国作家とも違う。三、アヘン戦争は中国の近現代史に影響を与えた
だけではなく、日本とアジアにも波紋を及ばした。そのため陳氏は複眼で、
アヘン戦争は一つの時代を象徴しており、単純な歴史事件ではないと認識
している。陳氏は次のように述べた。
　　 　一人の日本育ちの中国人が、物心ついたころから中国と日本のこと
を、つねに考えねばならなかったことから、それについていくばくか
の蓄積があると思い、他人にもそれを知ってもらいたいのである。日
本と中国の相互理解に、すこしでも役に立てばと思って。1
　陳舜臣の日中関係の論述には、両国の歴史や文化への深い体得があり、
さらに比較的客観的な目で時代を見極めている。それは文化・国境を越え
る視角から、その相違を認識した上で、交流に至る方法を見出そうとして
いるものである。一人の中国通として、陳氏は分かりづらい中国の歴史を
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通俗的な言葉で、読者に提供することができる。これは二重文化作家の揺
ぎない地位と役割の表れだろう。そして多元文化体験により、陳氏の複眼
の能力が養われた。
2.2．一貫として主張した日中交流と関係改善
　四十数年前、日中交流は現在のように盛んに行われていなく、マスコミ
もそんなに発達していなかった。この状態の中で、陳舜臣は半世紀に亘り、
文学創作の筆を握り、一貫とした主張―日中交流と相互理解を貫いてき
た。これは二つの文化が平等で、互いに足りない部分を補うという認識に
よるものである。勿論、この目的は日中交流と関係改善を促進するためで
ある。陳氏は次のように述べた。
　　 　日本と中国とのあいだに横たわる海は、長江などにくらべて、はる
かにひろいものである。しかし、それとて文化の交流を阻害してきた
のではない。両国の友好は、ひろい海をも“一衣帯水”にしなければ
ならないのである。2
　これは「一衣帯水」が簡単なものではなく、広い海を隔て、濛々と立ち
こめる霧のような障害物が存在することを示唆する。いかにして、広い海
を両国に繋がる「一衣帯水」の帯にするかが何よりも重要な問題であろう。
日中両国は文化交流の長い歴史を持っている。今日まで互いに学びあい影
響しあいながら、各自の文化発展に至ったことは、歴史であり事実でもあ
る。文化の自由交流を通し、異なる意識を共有してこそ、両国文化交流の
架け橋を構築することができる。そのため、真の意味での相互理解は、広
汎な文化認知の上で築き上げるべきである。即ち、各自の文化差異を認め
て尊重した上で、友好関係を築き上げることである。陳氏は次のように述
べた。
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　　 　…海外に在住する中国系の人間として、日本人に中国のことを、よ
りよく知ってもらいたいという願望をいつも心に抱いていた。これは
願望というより、私の本能だといってもよい。3
　文化交流にあたっては、ただ知るだけでなく、深めなければならない。
そして、相手の立場に立って考えることが必要である。陳舜臣は戦争を体
験し、自らの目で日中両国の半世紀に亘る歴史の変遷、文化の移り変わり
を体験してきた。そして、これらの貴重な体験を文学で再現した。
　陳舜臣のエッセイ『日本人と中国人』（1971）、『日本的中国的』（1972）、
『日本語と中国語』（陳謙臣共著 1972）は、日中文化比較論の三部作といえ
よう。当時日中両国民は外交の関係で長い歴史を持つ文化交流が中断し、
近くて遠い存在になってしまった。その著述は隣国を理解するための有益
な読み物となった。これらの作品は分かり易い言葉で、文化をテーマに描
いたものである。作家は日中両国が仲むつまじく付き合い、相互理解でき
るように、自分の作品を通して、日本人が中国、中国文化に対する隔たり、
誤解と無理解を少しでも減らすことを願っている。
　陳舜臣は『日本人と中国人』のまえがきに「日中の友好のうえにしか、
この本の作者には安住の場所がない」4と記した。一人の文化人としての 
率直さと切なる思いが非常に印象的である。このような言葉から、当時の
日本社会の政治的空気、そして本人の日中交流に対する期待が読み取れ
る。
３．日中交流と衝突の過去
　過去の長い交流史において、日本は中国と向き合う中で先手をとってい
る。これは日本人の中国に対する確かな認識と研究に関係する。さらに日
本が素早く西洋に目を向け、その文化を吸収したことにもよる。文化の角
度から見れば、日本は高度な中国文明を取り入れてきたが、中国は日本か
らの影響を殆ど受けていなかったようにみえる。相互理解と文化認識にお
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いて、古代では日本の中国への理解は、中国の日本への理解よりも深いよ
うに思える。近代に入り、大勢の中国人が日本へ留学し、そのような状況
はある程度改善した。しかし、中国の日本への研究は、依然として多くの
空白を残したまま、日本への認識の甘さや誤解がしばしば目に付く。
3.1．古代から近代にかけての一方的な交流
　日本は古代から中国文化を取り入れてきた。また典籍のみでなく、交流
使節も派遣して現地で勉強させたこともある。日本人は長い間中国に関心
を持ち、その積み重ねの結果、日本の漢学研究は世界に注目されるように
なった。中国に関する様々な研究は、政治制度から文化習俗、そして古典
文学から自然風物まで幅広い分野に及ぶものであった。
　それに対して、中国人の日本に対する理解と研究は、現在は昔と比べて
大分改善されてはいるが、まだ十分とは言えない。その意味で、古代から
近代にかけての日中交流は殆ど一方的な交流だと言っても過言ではない。
　中国史書において、古代日本が最初に登場したのは『魏志倭人伝』とさ
れる。この史書の中で日本人についての記述は「人性酒を嗜む、一夫多妻、
婦人淫ならず、嫉妬せず。盗賊すくなしなど」である。その後、『漢書』地
理志の中に「楽浪海中に倭人有り、分かれて百余り国をなす」という記事
もある。これらは中国史書の日本に対する最初の記述である。
　日中の間には広い海という越え難い相互認識の溝が存在している。また
閉鎖的な古代では、相手の存在すら感じることができない。日本は中国の
隋・唐時代に交流使節を派遣したことがあるが、これも一方的な交流とし
か言えないだろう。要するに、明治維新以前の両国の交流は、主として、
文物や伝聞を通じてしか行われていない。顔を見ながら、相手の呼吸を感
じる交流は極めて少ないようだ。
　このような背景を踏まえて、陳舜臣はこの時期の日中関係がどちらにし
ても、脅威の存在ではなく、また「一衣帯水」のような関係でもないと 
語っている。当時の日本は、中国を理想の存在だと認識し、中国から先進
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的な文化を取り入れるだけに過ぎない。その一方で中国は、日本を一つの
隣国、あるいは朝貢国として取り扱う程度に止まっていた。それは双方に
利害関係がなく、衝突もない時代だった。
　陳舜臣がこのように中国の日本に対する認識問題を語っているのは、明
治維新以前までは、中国では日本を紹介する専門書籍が存在しなかったか
らである。明治の初期、清末日本に駐在した公使・黄遵憲によって、やっ
と『日本国志』という著書が書かれた。これ以前には日本正史類の書籍が
なかったようだ。
　陳舜臣は日本の明治維新以前に、日本は中国文化を吸収すると同時に、
中国に対して比較的客観的に理解・認識していたと述べている。しかし、
明治維新以後、日本が国家体制の近代化を実現し西洋に接近し、中国から
だんだん遠のいていった。他の角度からすれば、日本が西洋思想を取り入
れたことは、意識上でも文化上でも、中国が西洋先進的思想を吸収するこ
とに、積極的な役割を果たした。この点も無視してはならない。
3.2．日中交流関係の転換期
　アヘン戦争については、歴史研究にせよ、文学作品にせよ、殆どがこの
事件を中国近代史の始まりとしている。アヘン戦争から、中国は重苦しい
歴史時期に突入する。しかし、陳舜臣はアヘン戦争がイギリスと中国間の
戦争だけでなく、西洋と東アジアとの劇的な邂逅だととらえている。日中
両国はこの歴史時期において相互関係を変化させたと指摘した。陳氏は次
のように述べた。
　　 　産業革命で溢れた西方のエネルギーが、怒濤のように東方へおしよ
せたとき、中国は一敗地にまみれ、ながいあいだ呻吟せねばならな
かった。それなのに、日本は明治維新によって、難局を一応切り抜け
ることができた。マーケットとして中国のほうが大きく、日本は後ま
わしにされ、そのため先例を知る時間的余裕を与えられたという幸運
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があった。5
　アヘン戦争は中国で勃発し、日本とは直接関連がないように見えるが、
日中両国が近代社会に入る軌跡から判断すると、それなりの内在的な繋が
りがある。日中両国の古代から形成された文化交流の関係は、近代社会に
入る玄関口で相違が芽生え、物別れのきっかけとなった。日本は、アヘン
戦争前は主に中国の文化を吸収したが、明治維新を通して近代国家を誕生
させた。その後、次第に日中の文化交流は変化し始めた。その時の日本は、
すでに中国文化を模倣する対象としないどころか、かえって、後進と立ち
遅れの象徴として認識し始めた。日中文化関係における変化は長い過程が
あるが、アヘン戦争がこの変化を促す一つの要因となる。
　アヘン戦争後、日本は社会体制を維新する歩調を速めた。しかし、中国は
依然として清朝の封建的体制を維持しようと努める。日中両国はその後、
対抗する時期に入り、戦争状態に突入する。
　明治維新後、日本は「富国強兵」と「脱亜入欧」を目標とし、先進文明
を取り入れる目差しを西洋に向けて、短期間で封建社会から近代社会まで
の転換を完成させた。その成功の要因は多数あるが、アヘン戦争が日本へ
の警告的役割を果たしたことは否定できない。アヘン戦争は日中交流の歴
史の分岐点で、変化の転換期でもある。
　この転換期において、中国は香港の割譲から国土台湾の喪失まで、百年
の屈辱と苦難の歴史に陥る。日本は中国の失敗を踏まず、「脱亜入欧」への
道を歩み始めた。アヘン戦争で中国は負け、日本はその経験を参考に難関
を乗り越えた。中国はアヘン戦争からどのような教訓を汲み取るべきなの
か。筆者としては、アヘン戦争は中国の運命を決める戦争だけでなく、日
本への影響について、再吟味する必要があると思われる。
　日本はアヘン戦争を通して、西洋列強と接触する貴重な経験を汲み取っ
ていた。そのため、日本は西洋列強との衝突が遅かれ早かれ起きる問題だ
と認識した。当時の日本は社会体制だけでなく、経済規模から見ても、西
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洋列強と対抗する実力がないので、体制を変革し国力を強くしなければ
ならない危機感が強まった。そこで、アヘン戦争の十数年後の嘉永六年
（1853）に、日本は「黒船事件」を平和的に解決した。当時、アメリカの 
軍人ペリーは東インド艦隊を率いて浦賀に来航し、江戸幕府に門戸開放を
迫った。翌年、日本はアメリカと不平等ではあったが、和親条約を結ぶこ
とで、危機を回避した。同じ歴史時期において、中国と日本は同じような
事件が起きたが、その結果は全然違う。中国側はアヘン戦争に負けて、領
土を割譲するという屈辱を味わった。その一方、日本側はそれに備えて、
全面戦争の危機を避けた。両国の境遇の差は甚だしい。
　陳舜臣には現代の人々に歴史上の各自の国がおかれた国際環境を認識さ
せる意図がある。これはアジア、もっと正確に言えば、中国と日本のこの
重大な歴史の時期での位置づけ、および「役柄」の相互転換を背景に、そ
の時の歴史を解読する。
　筆者はアヘン戦争勃発が物理的なもので、エネルギーを限界まで蓄積す
ると、爆発しなければならない性質のものと認識する。アヘン戦争は中国
近代社会の始まりであり、日中に対していずれも計り知れない影響を及ぼ
した。
４．隣人関係の現在
　三十年前に陳舜臣は「隣人論」と「求同存異論」を提唱した。前者は、
日中両国が互いの隣人であることは変えられない事実であり、永遠の隣人
を理解するため、たゆまぬ交流と意思疎通を行う必要性を強調した。後者
では、異を認めた上で、包容的な精神で接することを主張した。
4.1．引越しできぬ隣人
　日中両国がアジアで隣り合うことは地理的、運命的なものである。双方
が好きかどうか、あるいは認めるかどうかに関わらず、変えられない事実
である。そのため、大事なのはどのように付き合うかという問題である。
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双方が互いに理解し合ってこそ、平和に付き合えるのだ。陳舜臣は次のよ
うに語った。
　　 　日本と中国は、引越しできない関係だ。しかし、私は両国はまだ、
お互いの本当の姿をよく知らないじゃないかと思っている。私自身も
両国のための相互交流へ、ささやかな使命感がある。なにしろ日本と
中国が仲良くすれば、世界の半分がうまくいくのだから。6
　陳舜臣が述べようとすることは、一、日中両国がどのようにしてその近
隣関係と向き合うべきなのか。二、友好を達成するために、互いにもっと理
解する必要がある。三、日中友好は世界の平和と安定のためでもある。そ
れを実現するのは自分の使命であると理解していることだ。長期にわたっ
て、日中両国は相互認識の上で、大きな隔たりが存在しており、誤解を引
き起こしてきた。それに対して、陳氏は更に次のように述べた。
　　 　隣人と仲良くしたいのであれば、私たちは基本的な一つの原則を忘
れてはならない。―隣人と自分とは違うものである、自分の頭のな
かで、勝手に隣人のイメージをつくってはならない、ということであ
る。他人のイメージを勝手につくりあげるから、相手がそのイメージ
と違うといって、腹を立てたりするのだ。…地理的位置はどうしょう
もなく、日中両国は永遠に隣人たるべく運命づけられている。7
　上述からも、陳舜臣の相互理解を提唱する信念がいかに強いかが窺え
る。日中関係が停滞状態に陥った時も、陳氏はそれを改善する方法とルー
トを模索していた。日中両国は永遠に隣人であるので、相互理解こそが最
も重要であり、しかしそれは最も困難でもある。
　この意味で、日本人と中国人が似て異なる所は、無意識的に誤解を招く
可能性がある。もちろん日本が中国を誤解するだけでなく、中国も日本を
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誤解している。いずれも自分が相手を知っているつもりで、実際はそうで
はないことがよく起きている。
　陳舜臣は「この忘れることにかけては、日本人が中国人よりも、いやた
いていの国の人間よりもすぐれているようだ」8という例を上げながら説明
した。陳氏は中国人が罵言として使用する「忘八」は恥知らずで忠孝礼儀
知らずの意味であるとした。そこからも、中国人は「忘却」が最も嫌いな
ことがうかがえる。それに対して、日本人は「忘却」という言葉への理解
が驚くほど異なる。なぜなら、日本人は「忘却」が一つの美徳だととらえ
ているようだ。何もかも忘れないのではきりがないので、「忘却」によっ
て、人々は身軽になると感じているようだ。このように「忘却」という言
葉に対して、日中二つの民族に明らかな差異が存在する。
　人々は自分の思い込みで、中国と日本をとらえ、これが中国あるいは日
本だと結論づける。このような先入観は誤解を招くもととなる。相手の文
化及び性格を理解する時、異なる一方に偏った想像や思惑に基づき、自分
が相手と違うことをはじめて認識する。しかし、陳氏は日中の相似から説
くことなく、異質文化の伝統を認め合った上で、双方の認識を共にするこ
とも大事だと指摘した。
　筆者は日本と中国はいずれも各自の伝統と文化を持つ国であり、価値観
が異なり、物の考え方も違う。日中両国の隣り合う地理的な位置は永遠に
変えられないので、双方が差異を縮めることが有効な方法の一つである。
4.2．「求同存異」の提唱
　日中関係論の特徴を陳舜臣は、同じように見える文化に差異を見出すこ
とであるとしている。陳氏は小異を残して大同につくことを提唱した。日
本文化と密接な関係にある文化には、古代、近現代を問わず中国が挙げら
れる。今日、両国の文化は一方的な流れを主流とする交流史に別れを告げ、
さらに頻繁に、深く相互作用していく過程を歩み始めた。双方に多くの共
通点があるが、似通っているようで実はまったく違うものである。
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　戦後、日本経済が飛躍的な発展を遂げたが、日中両国の文化交流の乏し
い状態が国交を回復する以前はずっと続いた。1971年に、陳舜臣の『日本
人と中国人』は当時ベストセラーとなった。戦後の日本が中国を理解する
空白を補い、日本人の目を中国へと向けさせた。日本人が適切に中国を認
識するきっかけを作ったと評価したい。
　陳舜臣は「同文同種」という認識の危険性を指摘した上で、「血統」を基
準とする日本と、「人情」を元とする中国との差異を見出した。さらに陳氏
は友隣関係を再建するため、相互の差異を認めた上で、交流を重ねて行う
ことを主張した。当時、この観点は日本人の中国文化への「同文同種」と
いう認識を正すだけでなく、日本人が自己を認識する鏡ともなった。その
ため、尾崎秀樹は「日本人の誤った中国認識、特に“同文同種”観をする
どく衝いた点で、これまでの類書にはない内容のものであった。その意味
では、日本人の中国認識を正すと同時に、深く反省をうながす警告の書で
もあった」9と評論した。
　陳舜臣は『日本人と中国人』中で、中国の典故を引用しながら、通俗的
な言葉で両国の文化根源を述べた。陳氏はまず「唇歯輔車」の関係にあっ
た日中の歴史を振り返り、「同文同種」という見方は一方的に偏ったもの
で、小異を残して大同につくことは、隣人関係を処理する基礎だと指摘し
た。陳氏は実を取って名を捨てるのか、また名を捨てて、実をとるのかと
いう「名と実」を例に、日中文化の対比を分析した。集団効率を重視する
日本人は「名と実」を前に、迷わず後者を取る。しかし、「名誉と面子」を
大事にする中国人は前者を選ぶのだと説明した。また、陳氏は普段の小さ
な生活習慣を例に挙げて、二つの民族の違う習慣を説明した。
　　 　洗顔のとき、日本人はタオルを顔にあてて、タオルをうごかす。中
国人はタオルを固定させて、顔のほうを動かす。―これは、例外の
少なくない習性であるが、やはり性格の差というものがあらわれてい
るようだ。10
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　この生活による実例は分かりやすく、同じようにみえる文化も実はまっ
たく異なるものであることの理解・認識に役立つ。
　地理を見る限り、日本は、広い海を天然の障壁として、上古から大陸と
隔絶した状態の中で生息している。それゆえ、大和を中心とした少数民族
の少ない状況が形成された。一方、中国は広い国土を持つ大陸の国家で、
多民族多言語によって、文化の多様性が生まれた。
　尾崎秀樹は陳舜臣氏の「この言語の二重生活は、日本にあって日本の外
側から見る複眼の眼を養い、日本と中国の文化を相対的にとらえる発想を
生み出すもとともなった」11と述べた。筆者はこの評論が適切なものだと
思う。
５．日中関係の未来
　現在、日中両国の交流も多様化の成り行きを呈している。そして、両国
は「友好」関係の枠を越え、「全方位による交流」という時代に突入してい
る。将来、日中両国は、相互理解を深めた上で、共通した基盤を持つ「世
界の中の日本と中国」という時代に進んでいくことが期待される。日中関
係の未来図はどのようになるのだろうか。
5.1．日中友好は世界平和に繋がる
　今、世界情勢が変化する中で、アジアはますます注目されるという見方
がある。その期待は主に日中両国の肩にかかると思われる。それに対して、
陳舜臣は次のように語った。
　　 　日中両国の友好と信頼関係の維持は、もはや両国のためではなく、
ひろがったアジア圏のためにも、ひいては地球のためにも必須のもの
となった。12
　両国の友好維持は選択ではなく、与えたられた使命である。陳氏の見解
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では、隣国関係を考える時、「国」という狭い視野を越え、「地球」規模の
枠組みで世界を見つめる必要性がある。勿論、今日の日中関係は二十世紀
七十年代と比べると、より複雑なもので、単純な文化理解の問題ではなく
なった。しかし、文化交流はやはり一つの有効的な方法である。
　筆者は歴史の尊重は大事だが、それよりもいかにして歴史認識の差異を
縮めるかが両国にとって、大切なことだと考える。日中両国は未来に向け
て、各自の「小異」を捨てなければならなく、また世界の中での信頼関係
の構築は、両国の使命であり、世界平和への貢献にも繋がる。
　世界情勢を観察すれば、いかなる問題の発生もその当事国だけではな
い。アジアでの衝突も瞬時に世界を渦に巻き込むことになる。そのため日
中両国は、アジアの二強という責任を自覚し、地域経済圏の形成を促進す
るために重要な使命がある。陳氏は自分の責任について次のように述べ
た。
　　 　日本と中国の間には、かつて共通したものがあったのに、だんだん
となくなってきた。そのために、私のできることのひとつとして、小
説家としての立場を利用しようと。そして、日本と中国の歴史の接点
というものを、作品を通して皆に分かってもらおう。13
　陳舜臣は歴史、文化、そして日常生活の角度から、人々が忘れがちになっ
た日本と中国のあり方を探索している。これらの論述は日本人が中国を眺
める窓口となっている。また、中国人が隣国日本を見直すきっかけとなる。
陳氏の視線はいつも日本文化の外から、その現実を見つめている。
5.2．国境を越えた未来の予測
　今日、長い交流史を持つ日中両国は、二十一世紀の朝日を浴びながら、
新しい時代に向けて、確実に歩み出そうとしている。その意味で、両国民
は日中関係の現状を受け止めて、交流を強め相互不理解による問題を解決
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して、未来に向けて新しい時代を構築しなくてはならない。
　日本が「古くて新しい大国」中国とどう付き合うべきか。それに対して、
様々な対策が議論されているが、やはり文化交流が大事だと主張したい。
陳舜臣は有名な学者白川静氏の言葉で「世という字は、草木の枝葉が分か
れて新芽が出ている形とする」と引用して、中国で起きた巨大な変化に触
れた。
　　 　猛烈なスピードで中国は変貌し、新芽は私たちを幻惑させている。
今こそ私たちは平静な目で、これを世界歴史の流れとしてとらえなけ
ればならないと思う。日中間の問題は、狭い観点から脱却することが、
これからますます必要になると思う。14
　中国はかつてない速度で変化している。例えば、文化の価値観、道徳規
範、審美意識等である。それらの変貌により生み出された目新しい「新 
芽」と「幻惑」は、日本にとって理解しづらいどころか、まったく共鳴で
きないことがあるに違いない。しかし、このような「新芽」と「幻惑」を
自国の物差しで計るのではなく、長い目で冷静に対処することが、変革し
つつある中国を理解する第一歩であろう。中国も日本に対する古い観念か
ら脱却して、新しい視線で隣国と付き合う必要がある。陳舜臣は中国の二
十一世紀の変化について以下のように予測した。
　　 　よく中国人は変り身が早いなんて言いますが、五千年の歴史の中で
何度も王朝や権力機構が代わってきた国ですから、人民は対応して
ゆくためには変り身を早くしなければ生きていけなかったんですよ。 
そうした国民の習性みたいなものは現代でも変わっていないでしょ
う。15
　激変する中国は昔の価値観から脱却しつつあり、自国の価値観を変えよ
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うとする分岐点に立っている。中国が新しい時代を進むことは、歴史の必
然であり、社会的進化でもある。また中国はよりよい民主化のために、経
済を発展しなくてはいけない。そのため、民主化と経済発展は中国にとっ
て、解決しなければならない複雑な問題だろう。どうバランスをとるのか
は、今後中国の重要な課題である。そのほか、陳氏は世界情勢についても
このように述べた。
　　 　これまでの一千年の変化は、これからの二、三十年で起こるでしょ
う。…ユーロという単一通貨をつくって、国家の拘束力が薄れている。
アジアにもEUのような地域連合ができるとすれば、一番に要求され
るのは、軍事的な国際貢献ではなく、近隣諸国と友好関係を築ける力。
それが二十一世紀の知恵ではないでしょうか。16
　 
　陳舜臣はEUのやり方に賛成していて、近い将来アジアもヨーロッパの
ように、次第に国家の影響力が弱まり、地域規模の協力関係が誕生すると
している。そのため、アジアの日本と中国は、世界の枠組みの中で日中関
係を考えなければならない。また世界の視野から両国の問題を処理して、
狭い政治問題や経済利益にこだわってはならない。さらに、未来の国家の
形を語る時に、陳氏は次ぎのように予測した。
　　 　私は、「国」というものに対する思いが以前と違ってきて、世界主義
的な考えをとるようになってきたのです。…私の思いの変化からいえ
ば、中国は、解体するんですよ。中国というのは、何に対する中国か
といことですね。そういう意味では、中国だけではなく、日本も解体
だと思いますね。要するに、十九世紀、二十世紀的な国家、民族国家
は、解体するんじゃないですか、今世紀で…。17
　以上は一つの予測あるいは理想にすぎないかもしれない。実際、本世紀
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末に民族国家が消えるのは不可能である。民族と文化を越えることは世界
の人々に平等とゆとりの生活空間を与え、民主と自由を獲得させ、民族の
優越感を無くすことである。これは民主主義の理想世界である。陳氏が尊
崇する世界主義からみれば、民主主義は基礎であり、民主主義をやり遂げ
た上で、世界主義を追い求めることが崇高な目標であろう。
６．おわりに
　陳舜臣は日中文化交流の実践者である。陳氏は多元文化の立場に立っ
て、日中関係をめぐる独自の見解を述べてきた。これらの見解は日中両国
への特別な感情や思考が凝集されている。
　2009年は日中国交正常化37周年にあたる。しかし、現在の日中関係を
「友好」で定義するのは単純すぎるのではないだろうか。パートナーの関係
構築には、両国民間の交流や友好的雰囲気も不可欠である。「友好」という
言葉は理解しやすいが、現実の難しい局面をどう乗り切るのかが問われて
いる。
　周知のように、日中間に存在する大きな問題は、決して個人的な力では
解決できない。陳舜臣の「複眼」による問題のとらえ方、そしてこれを克
服するための「隣人論」、「求同存異論」などの論述は、人々に新たな参考
とすべき考えを与えるのではないだろうか。
　現在、世界は激動の時代に突入している。昔の歴史認識、文化価値、政
治理念も疑問視されつつある。そのため、国家、民族、文化を越えて共有
できる新しい価値観が生まれつつある。その地球規模の変革の渦の中で、
日本、中国、アジア、世界という過去の狭い視野での国と国、国と地域、
地域と世界などの対応関係を越えて、人類の多元文化共存の社会が到来し
ている。そこで、問われる日中関係はどのようなものなのか。それに対し
て、陳舜臣は我々に独特な視角を提供したのではないか。
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